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立野ダムによらない自然と生活を守る会 代表 中島康 熊本市西区島崎4丁目5-13

立野ダム事業費を震災復興に！立野ダム事業費を震災復興に！立野ダム事業費を震災復興に！立野ダム事業費を震災復興に！
熊本地震から１年が過ぎようとしています。地

震とその後の大雨で、立野ダム建設予定地の両岸

は大きく崩壊し、ダム湖予定地周辺の大半が崩れ

ました。復旧中の長陽大橋東側では、土砂崩壊し

た斜面全体がコンクリートで固められています。

このまま立野ダムをつくるのならば、ダム湖周辺

の崩壊箇所全てにこのような対策が必要です。

昨年夏に国交省が設置した技術委員会は、同省

の「立野ダム建設は技術的に可能」との見解をそ

のまま認めてしまいました。しかし、技術的にダ

ム本体は造れても、ダムが機能しないばかりか、大雨などでダムに水がたまった状態で斜面の

崩落があった場合、ダムの水があふれて大惨事になるなど、危険であることは明らかです。

今後も立野ダム建設を続けた場合、 億円の 立野ダム事業費が、地震による建設現場の復917

旧や地すべり対策、資材費の高騰などで大幅に増えることは明らかです。国土交通省の「今後

も立野ダムの事業費は増えない、工期も延びない」との見解はあり得ません。河川改修で白川

の流下能力は大幅に向上し、立野ダムを建設する必要はありません。立野ダム事業費は、震災

復興に投入すべきです。

熊本日日新聞「読者の広場」 ２０１７．１．３１

2017.2.13コンクリートで固められた長陽大橋東側
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●立野ダムをめぐる動き 2016年10月～2017年3月
年 月 日 緊急学習会パート２ 熊本地震と立野ダム（熊本市 名参加）2016 10 15 120

月 日 熊本地震・立野峡谷写真展（サンロード新市街）11 6

月 日 国土交通省立野ダム工事事務所に公開質問状（４通目）を提出12 5

月 日 年度政府予算案で立野ダム建設事業に 億 万円12 22 2017 48 3800

年 月 日 南阿蘇村復興計画を策定委員会が承認2017 1 18

月 日 熊本日日新聞社説に「立野ダム 丁寧に説明重ねる姿勢を」掲載1 16

月 日 月 日のシンポジウムでの説明を求める「立野ダム建設に係る技術委員3 6 4 16

会に関する説明を求める要請書」を国交省立野ダム工事事務所に提出

月 日「立野峡谷の土砂崩壊の対策等に関する質問状」を熊本県に提出3 16

月 日 ダムによらない治水利水を考える県議の会の白川河川改修現地視察に同行3 28

●サンロード新市街で熊本地震・立野峡谷写真展を開催！
月 日、熊本地震・立野峡谷写真展を熊本市サンロード新市11 6

街で開きました。会員が撮影した熊本地震前後の立野峡谷の写真

パネルなど 枚ほどをアーケードの中心に展示しました。50

多くの人が立ち止まり、一様に驚かれていました。立野峡谷に

巨大ダムがつくられようとしていることも、立野峡谷の今の状態

も、知っている人は全くと言ってよいほどいませんでした。今後

も写真展やミニ集会を、多くの箇所で開きたいと思います。

（2016年1月1日～2017年3月31日まで）●会計報告
収入の部 金額 備考

繰越金 ４，７６９

年会費・カンパ ７４０，３５６

合計 ７４５，１２５

支出の部 金額 備考

郵送費、印紙代 ２６８，３３６ 会報発送、資料発送、ブックレット発送

事務用品費 ４７，８６７ 紙代、封筒代、プリンターインク代

会場費 ５３，４９０ 集会等５回

ブックレット 冊 ８４，０００ 流域首長、議員等に送付120

カラーチラシ作製配布 １７８，９９７ Ａ４版両面印刷１枚約２円、チラシ配布

その他 １０８，０００ 講師謝礼、印刷機使用料

合計 ７４０，６９０

（収入）７４５，１２５－（支出）７４０，６９０＝４，４３５円

●会員拡大にご協力ください！
最近の集会等にご参加いただいた皆様にも、会報15号をお送りしました 「立野ダムによら。

ない自然と生活を守る会」は、皆様方の年会費（一口1000円）とご寄付のみで運営しておりま

す。今回、2017年度分の会費振替用紙を同封させていただきました。領収書は払込用紙の「受

」 。 、 。領証 でこれに代えさせていただいております ご支援のほど よろしくお願い申し上げます

新市街で写真展 2016.11.6
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●熊本日日新聞社説（2017年1月16日）
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緊急学習会パート２「熊本地震と立野ダム」
昨年 月 日に熊本市のパレアで開いた緊急学習会10 15

パート２「熊本地震と立野ダム」は、約 名の参加者120

で会場はほぼ満席となりました。

崇城大学名誉教授の村田重之先生（土質工学・防災工

学）に 「阿蘇の過去の豪雨災害から立野ダムを考える」、

と題してご講演いただきました。

阿蘇では過去、豪雨で大きな土砂崩れを繰り返し、ス

ギ・ヒノキを中心とした植林が土砂とともに大量に流出

したこと。それらが、橋に引っ掛かり濁流をせき止め、

濁流や岩石、流木が集落を襲い被害を拡大したこと。そ

のことを考えると、５ｍ四方の立野ダムの穴は流木などでふさがってしまうこと。ダムではな

い治水に工夫を凝らす必要があること。災害に強い森林につくり替えていくことが重要である

こと等が語られました。

誰のための立野ダム建設なのか？
国土交通省はこれまで、住民が提出した４通の公開

質問状に何ら回答しません 回答しない理由として 上。 「

司には正しく伝えている。疑問に対してはホームペー

ジで答えている」と繰り返すばかりです。しかし、同

省立野ダム工事事務所のホームページ「立野ダム建設

事業に関するよくあるご質問について」に掲載された

見解は、住民が出した質問に対して肝心な点には答え

ておらず、質問と回答が全くかみ合っていません。

国交省は、住民が何度も要請した立野ダム説明会さ

え一度も開催しません。 月 日のシンポジウムに出4 16

席し、立野ダムの説明をするよう要請書も提出したのですが、出席を拒否されました。

住民に説明もできない事業は、住民のための事業とはとても言えません。これまで国交省に

提出し、何ら回答を得ていない 通の公開質問状などを当会ホームページに掲載しています。4

月 日は熊本地震１周年ということで、火山岩岩石学が専門で、阿蘇編集後記編集後記編集後記編集後記 4 16

および熊本地域の更新世以降の火山岩に関する地球化学的研究を進められている熊本学園大

学の新村太郎先生をお招きします。詳しくは同封のチラシをご覧ください。◇７月８日は九

州北部豪雨５周年ということで「白川の改修と立野ダムはどうなっているのか？」と題し、

国土交通省で河川行政一筋に取り組まれてきた宮本博司さんをお招きします。宮本さんは、

年に旧建設省に入り、河川開発課課長補佐などを経て、苫田ダム、長良川河口堰を担1978

当。その後、国交省近畿地方整備局淀川河川事務所長として淀川水系流域委員会の立ち上げ

に尽力。同局河川部長をへて本省河川局防災課長を最後に 年辞職されました。２つの2006

シンポでどのようなお話が聞けるか、とても楽しみです。どうぞご参加ください （ ）。 N.O.

緊急学習会の会場 2016.10.15

４通目の公開質問状提出 2016.12.5


